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Abstract
We describe the function of the base make-up cosmetics and a proposed method for evaluating the oily-shine appear-

ance. Make-up face has a variable appearance that depends on the facial color and surface texture. On the other hand, the ap-
pearance of the make-up layer changes with the production of sebum as time passes. This results in a dull appearance, oily-
shine, and enlarged pores. Among these changes, oily-shine is known to the strongest affect on appearance. Oily-shine means 
that the skin surface appears oily, shiny. Although, it is known that typical oily-shine areas are the nose, cheeks, and fore-
head, these areas vary among individuals. In order to evaluate the oily-shine, we developed a multi-band imaging system 
with six spectral channels. This camera system was constructed with an RGB camera with two additional color filters. Sec-
ond, we proposed an algorithm for detecting the regions with oily-shine. Light reflection of oily-shine is regarded as the 
specular component of the dichromatic reflection. The oily-shine regions can be detected using the luminance L* and its La-
placian value. In our experiment, we confirmed that the detected oily-shine areas are coincident with the subjective assess-
ment. Moreover, we defined an equation for evaluating oily-shine by using the image parameters, and the predicted oily-
shine score by professional assessments.
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1.　緒   言

メークアップ化粧品はベースメークアップ化粧品（以
下，ベースメーク製品）とポイントメークアップ化粧品
の二つに分けられる。ベースメーク製品は，肌を外部の
刺激から保護し，シミや毛穴の欠点を隠したり，肌色や
肌の質感を変えることを目的として使用される1）。ベー
スメーク製品には，化粧下地，ファンデーション（パウ
ダー，リキッドタイプ），おしろいがあり，近年では
BBクリームと呼ばれる製品もある。各カテゴリにおい
て，使用方法の簡便さ，カバー力，仕上がり，化粧崩れ
を防ぐこと，保湿など，それぞれを訴求する製品があ
り，一般女性は，季節や肌状態を把握したうえで，期待
する機能を有する製品を選定していると思われる。筆者
らは一般女性を対象にベースメーク製品の性能で重視し
ていることを調査した。その結果，「化粧崩れが生じな
い」という機能は，毛穴などの「カバー力」や，塗布す
る最中の「のび」「肌なじみ」といった感触と同等の回
答率を得た。このことから，化粧崩れが生じないこと
も，ベースメーク製品に重要な機能であるといえる。
さて，本稿で扱う「化粧崩れ」は，ベースメーク製品

を塗布してから時間が経過すると肌から分泌された汗や
皮脂によって，肌の上に塗布したベースメーク製品の塗
膜がぬれ，塗膜表面の外観が変化することである2）, 3）。
このベースメーク製品の塗膜がぬれて塗膜の構造が変わ
ることで，てかる，くすむ，とれる，ムラなどが生じ
る。鳥塚らは一般女性を対象に化粧崩れについての意識
調査を行い，「テカリ」を意識する人が多いことを報告
した2）。さらに，テカリの気になりやすさは皮脂量とも
高い相関があることから，テカリは皮脂が起因している
ことも示唆されている。さらに，分光光度計を使用して
テカリの光学特性を調べた結果，鏡面反射によるもので
あることがわかっている。筆者らも，一般女性がテカリ
と感じている肌を撮影して画像を解析し，テカリが鏡面
反射によるものであることを確認した4）。
これまで，テカリだけなく化粧崩れの評価法として
は，化粧品の材料の性質を調べる方法5）–7）や，専門家に
よる評価が一般的であった。近年ではディジタルカラー
カメラで顔を撮影し，画像解析を用いた評価法が提案さ
れている。五十嵐らはディジタルカラー画像から輝度値
を算出し，このヒストグラムの歪度（ヒストグラムの形
状が対称的な形からどれだけ歪んでいるかを表す）の変
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